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はじめに：最近、医療機関に搬送される、来
院暗心肺停止（以下DOA）症例の増加が社会
課題となっている。今回、われわれは、1992
年1月から1993年5月までの1年5カ月間に搬送
されてきたDOA症例180名について検討をおこ
なった。
結果：男性106名、女性74名で年齢分布は0歳
から91歳と幅広く、平均年齢は60．2歳であっ
た。180名を外因性、内因性にわけ、その原
因疾患別にみると、外因性では若年者の交通
事故による多発外傷が多かった。内因性の中
では高齢者の心、血管系疾患が多く、次は原
因不明例であった。
来院時の血液ガス分析ではアシドーシスの状態が認
められた。覚知から現場到着の平均時聞は
8．7分野、覚知から病院到着までは平均37．2
分で、都内の平均時聞より時間を要していた。
これは、現場近くに3次救急施設が少なく対
応できず、神奈川県や他の多摩地区など隣接
した場所からの搬送も少なくないためと考え
られた。外来で心拍のみ、または心拍、呼吸
が再開しICUに入室した症例は35名であったが、
社会復帰した症例は1例も認めなかった。
考察：今回、内因性DOAの原因不明瞭が多く
認められたため、死因の究明のため、今後は
病理解剖の推進ともに救命率の向上のため来
院前に適切な蘇生術が施行されるように関与
して行きたいと考える。
結語：外因性DOAは若年者による多発外傷
が最も多かった。内因性DOAは、高齢者の循
環器系疾患が主であったが、原因不明例は全
体の24％を示した。覚知から病院搬送までの
蒔間が都内の平均をうわまっていた。
　東京消防庁管内では1992年7月1日より救
急救命士制度が運用され、救急隊員の行う応急処
置の範囲が拡大した。特に救急救命士は心肺停止
状態の傷病者に対し、医師の指示の下にラリンゲ
ルマスクや食道閉鎖式エアウェイによる気道確保、
静脈確保による輸液、心室細動に対する電気的除
細動を施行することができるようになった。
　同制度運用後、1993年6月30日までの1
年間に当科に搬送されたDOA患者269例中、
従来通りのCPR施行下に搬送されたものが20
4例、救急救命士による処置が行われたものが6
5例であった。内訳はラリンゲルマスク45例、
食道閉鎖式エアウェイ18例、末梢静脈確保5例、
電気的除細動7例であった。
　従来のCPR施行下にi搬送された症例（A群）
と救急救命士による処置が施行された症例（B群）
との比較を行った。救急隊が現場に到着してから
収容、搬送に費やした平均時間はA群で30．8
分、B群で41．5分とB群の方が10分以上も
時間がかかる傾向にあった。また、心拍再開例で
は心拍再開しなかった例に比べ、搬送時間が短い
傾向にあった。心拍再開率はB群の方がやや高か
ったが統計学的に有意差はなかった。しかし、搬
送時間の差を考えると処置の効果が多少なりとも
あるものと考えられた。またこの他に救急隊のC
PRにより心拍再開した例が4例あり、そのうち
の1例は電気的除細動によるものであった。
　救急救命士制度発足により、わが国のプレホス
ピタルケアが一歩前進したことは確かであるが、
課題も多く残っている。今回の統計でも搬送時間
の延長がみられたが、今後、隊員の技術向上等に
よる搬送時間の短縮が期待される。また処置内容
の拡大や、心肺停止状態以外の傷病者への適応の
拡大（出血性ショックに対する輸液など）も今後
の課題と思われる。
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